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《 ３ 》 都内の巨樹たち・・その３ 
本間 敏文 

 

今回も都内の巨樹巡りをします。山手線目白

駅を下車し、目白通りを東へ５００ｍさらに北

へ３００ｍ程歩くと鬼子母神があります。参道

から境内に入れば、そ

こは別世界が広がり

ます。（住所は豊島区

雑司ヶ谷５－１５－

２０）そして、ここに

は東京都指定天然記

念物の巨樹イチョウ

があります。この鬼子

母神は、正式な名称を

法明寺と言います。そ

もそも鬼子母神は安

産・子育の神様として

広く信仰の対象とな

っていますが、もとも

と他人の子どもをと

らえて食べてしまう

神でしたが、釈迦が子

を失う母の悲しみを

悟らせたことから、改

心し、子供と安産の守

り神になったそうで

す。さて、このイチョ

ウは雄株で銀杏はな

りませんが、主幹がまっすぐに伸びており、大

きな枝分かれはありません。根元のひこばえが

なくすっきりしており、バランスのとれた巨樹

です。幹周りは８m、樹高

は３０ｍと大きいです。

都内のイチョウでは２

番目の巨樹です。 応永

年間（１３９４～１４２

８年）に僧日宥が植えた

と伝えられています。ま

た、木に触れると子供が

授かるということから

「子授け銀杏」と呼ばれ

ていたそうです。ところ

で、「銀杏」は、葉っぱが

鴨の足の水かきに似て

いることから中国語で

「鴨脚」と呼ばれており、

これを「ヤーチャウ」と

発音されました。鎌倉時

代、当時の宋に行った僧

や商人などが、これを 

「イーチャウ」と覚えて

帰国し伝える過程で「イ

チョウ」になったとされ

ています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１０6号 ２０２２年６月１日 
月１日 

 

◇まん延防止等措置の解除後も感染者

が減りませんがイベント活動は、予定

通りに行うことができました。元気な

活動の様子を、少しでもお伝えできれ

ば幸いです。HP の方にも、掲載してお

ります 

（青木 明雄） 

 


